








要約:東京都立病産院を対象とした先天異常モニタリングにより 1979 年～1990 年までに

発見された先天異常のうち,無脳症,脊椎披裂,先天性水頭症,耳の異常,口唇・口蓋裂,直腸

肛門奇形,多指(趾)症,合指(趾)症,四肢の減奇形,腹壁の異常,ダウン症の受胎期別発生状

況を,風疹およびインフルエンザ様疾患の発生状況と比較し,この Virus 性 2 疾患の流行が

先天異常の発現にどのように反映しているかを検討した。その結果,風疹との因果関係が

指摘されている合指症では近似パターンを示したが,その他の異常でははっきりした近似

パターンはみられなかった。


